
法案等作成業務の合理化について
平成２６年６⽉に「霞が関で働く⼥性有志」が「霞が関の「働き⽅改⾰」実⾏に向けた１０の提⾔」の

⼀つとして「法案等⽴案作業の改善」を提⾔。

Ⅰ 経緯

当該提⾔を踏まえ、業務省⼒化・平準化の観点から、ＩＣＴを活⽤し、法案等関係資料の作成⽀援等
を⾏うシステムの開発を⾏うことを決定（「国家公務員の⼥性活躍とワークライフバランス推進のため
の取組指針」（平成26年10⽉17⽇））。
（具体的内容）

（１）法令所管府省の確認・認証を経て、国の法令（注１）データベース（以下「法令DB」という。）を
確⽴し、政府内で共有するとともに、国⺠に正確な法令情報を電⼦的に提供する。

（注１）法令とは法律、政令（勅令を含む。）、府省令⼜は規則をいう。

（２）総務省において、⼀連の法案等作成業務を⽀援する「法制執務業務⽀援システム」（以下「e-
LAWS」（注２）という。）を開発する。
※ e-LAWSの機能：各府省が作成した「新旧対照表」を改め⽂作成補助システムへアップロード

すると、⾃動的に「改め⽂」を作成、官報の電⼦⼊稿、改正後の法令の公表 等
(注２) 「e-LAWS」とは、法制執務業務⽀援システム（e－Legislative Activity and Work Support System）の頭⽂字を取っ

た略称である。

（３）e-LAWSは、平成28年10⽉を⽬途に本格運⽤開始を⽬指す。

Ⅱ 対応

（１）法案等作成業務の省⼒化・平準化による職員の残業削減
（２）⺠間ビジネス等への活⽤を想定した法令データのオープンデータ化
（３）テレワークの推進

Ⅲ 期待される効果

資料４



改正対象法令のダウンロード、新旧対照表の作成、
改め文作成補助システムによる改め文の作成

内閣法制局の「法令
審査支援システム」
による法案の確認

法案成立・決定
官報入稿

作成した改め文を、

法令審査支援システム
を用いて形式チェック、
溶け込みチェック等を
行った後、溶け込み後
の新条文を新旧対照表
と確認

最終稿の確定時点
（閣議請議等）で
e-LAWSに登録

法案成立・決定

法令番号等を付与
し、e-LAWSを利用
して改め文を国立
印刷局に電子入稿
（法律及び政令の場
合は内閣総務官室を
経由）

※ 議院修正がある
場合は、新旧対照
表に反映後、改め文
を再作成

※ 議員立法の場合
は新旧対照表及び
改め文を登録

*画面及び出力イメージ・各機能は開発中のため変更となる可能性があります。

修正が必要な場合、新旧対照表を修正し、
改め文を再作成

e-LAWSを用いた新たな業務フローイメージ
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作成した新旧対照表を改め文作成補助システム
へアップロードすると、自動的に改め文が作成

法令DBから改正対象法令を特定し、
ダウンロード
※ 旧・旧対照表形式
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ダウンロードした新旧対照表（改正案部分

にも現行条文が記載）の改正箇所に傍線を
引くとともに、改正内容を入力して新旧
対照表を作成
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